
アフリカ平和再建委員会 活動レポート   

http://www.arc-japan.org  ２０１９年 ２月号 

 

 

 

現地報告―ケニア・ナイロビのテロ事件（2019年 1月 15日）に遭遇して 

                久保 唯香       

 

1月15日午後3時過ぎ（現地時間）、ケニアの首都ナイロビ市内の五つ星ホテル、Dusit D2や、複合商業施設が、ソマリアの武

装集団「アルシャバブ」により襲撃されました。このテロ事件によって、少なくとも 21 人が死亡したとケニア政府は発表していま

す。このテロ事件の現場近くにいた、ナイロビ在住の久保唯香さんが、現地の状況をレポートしてくれました。 

 

 

久保唯香 

2014 年早稲田大学卒業、日本貿易振興機構(ジェトロ)入構。

本部進出企業支援課、ビジネス展開支援課、ジェトロ福井を

経て、現在はジェトロ・ナイロビ事務所で調査と企業支援事業

に従事。 

 

今回襲撃されたのはタイ系の高級ホテル「Dusit」や飲食店、オ

フィス棟で構成される複合施設「14リバーサイド」。職場の敷地内

でした。15 時半ごろ、内勤していた私は、ビルが崩壊したような

音を身体で捉えました。続いて銃声が長い時間続きただ事でない

ことを理解し、上司や同僚とともに脱出。まさか敷地内とは思い

もよらず、流れ弾が当たるんじゃないか？いやいや、近くで銃撃

戦が起こっているはずがない。弾って当たったら痛いかな…と邪

念におそわれ、逃げることを躊躇しました。しかし、銃声が近づ

き正面玄関に人がなだれ込んでくるのをみたときは、頭が固まり、

身体は反射的に反対方向に走っていました。銃撃戦は私たちが敷

地から脱出した後も 1 時間ほど続き、未明にも爆発音と発砲音が

ありました。最後の人質が解放されたのは12時間以上経った後だ

ったと聞いています。政府はその後も施設内の不発弾や手榴弾の

処理に追われ、テナント企業がオフィスに入れたのは 1 週間後で

した。 

いつも通るゲート、いつも使う銀行やカフェ、立ち話していた

駐車場で21人が亡くなったという事実、情報が明らかになればな

るほど紙一重でした。犯人の顔や銃撃戦の写真や動画、インター

ネット上に情報がどんどんアップデートされていきます。異国の

地でひとり考えているときついものがあり、単純に体験を聞いて

くれる方、メッセージや電話をくださる方に、本当に助けられて

います。他方、拘束された方やご家族ご友人、犠牲になられた方

のご関係者が経験されている恐怖や怒りを想像するだけで、吐き

気がします。一刻も早い回復と、亡くなられた方のご冥福を心か

ら祈るばかりです。 

 

 

都市と野生が隣接する（筆者撮影） 

ケニアと周辺国 



  

一方、1週間が経った今、これはあくまでテロなんだと思い知る

悶々とした日々を送っています。街は 2 日で平常を取り戻しまし

た。家族や友人を亡くした人、怪我をした人、オフィスに戻れな

い人、中に忘れものをした人、関係者と被害者だけが前に進む時

間とナイロビから取り残されているような心地です。立ち直るの

に慣れているのか、人の強さなのか、これがケニアです。 

 

 

ナイロビ（筆者撮影） 

 

テロとの遭遇は私に、100%安全な場所はどこにもないという単

純な気づきを与えました。非常事態にもシンプルに物事を考えら

れるよう、準備しておくことをおすすめします。また同時に、テ

ロによってナイロビが東アフリカにおけるビジネスの中心地であ

るという事実が捻じ曲がることもありません。アフリカの地に足

をつけ活動する企業は、アフリカの小さくて大きなポテンシャル

を信じて、テロ脅威に負けず日々奮闘していることを再確認しま

した。これからも、当地で踏ん張る企業とよい仕事をつくってい

きたいと考えています。 （2019年1月22日） 

 

 

アルシャバブとは・・・ 

ケニアの東側の隣国ソマリアの武装組織。国際テロ組織

アルカイダ系のイスラム過激派武装勢力と呼ばれることも

ある。2004年頃に結成されたといわれる。ソマリア南部の

地域を掌握するとともに、ソマリア国内外でテロ活動を行

っている。2013年 9月 21日にも、ケニアの首都ナイロビ

の商業施設で、39 人が死亡する襲撃事件が発生。アルシ

ャバブは犯行声明を出している。1月15日のテロ事件でも

同様に、アルシャバブは犯行声明を出した。 

 

 

 

 

 

テロ事件後のナイロビ （筆者撮影：2019年 2月 5日） 

   

亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます… 
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